
「第５次千葉県男女共同参画計画」の
推進（令和６年度の取組）について
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資料３



１．本県の男女共同参画の令和６年度の推進状況について
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① あらゆる人々にとっての男女共同参画の推進
② 男女共同参画に関する調査研究、情報の収集・整備・提供

３ 政策・方針決定過程に
おける男女共同参画の
促進

６ 生涯を通じた健康づくり
の促進 ① 生涯を通じた男女の健康支援の推進

② 妊娠・出産等に関する健康支援

① ひとり親家庭等様々な困難な状況に置かれている人々へ
の対応

② 高齢者・障害者の自立に向けた支援
③ 外国人・障害者・高齢者等が安心して暮らせる環境づくり

５ 誰もが安心して暮らせる
環境の整備

① ＤＶ・児童虐待（しつけと称する体罰含）等
あらゆる暴力の根絶と被害者への支援

② 性に起因する人権侵害を許さない社会環境づくり
③ メディアにおける女性や子どもの人権への配慮

４ あらゆる暴力の根絶と
人権の尊重

９ 男女共同参画の視点
に立った教育・学習の
充実

① 政策・方針決定過程への男女共同参画の促進
② 女性の能力発揮への支援

① 子育て・介護への支援
② 家庭生活における男女共同参画の促進
③ 地域活動における男女共同参画の促進

① ワーク･ライフ･バランス（仕事と生活の調和）の普及促進
② 雇用の分野における男女共同参画の促進
③ 誰もが健康で安心して働ける環境の整備
④ 農林水産業における男女共同参画の促進
⑤ 自営業者、家族従業者、起業家等に対する支援
⑥ 意欲と能力を生かす再就職に向けた支援
⑦ 多様な働き方に対する支援

１ 労働の場における
男女共同参画の促進

２ ライフステージに応じた
男女共同参画の促進

① 防災・復興における男女共同参画の視点を取り入れた取組

の促進

② 消防・防災活動における女性の活躍促進

８ 男女共同参画への
意識づくり

① 学校教育・社会教育等における男女共同参画の啓発・推進
② 多様な選択を可能にし、個性を伸ばす教育・学習の充実

７ 防災・復興における
男女共同参画の促進

重点 ※２

重点

目標

Ⅱ安全・安心に
暮らせる社会
づくり

男
女
が
と
も
に
認
め
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い
、
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気
な
千
葉
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を
目
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し
ま
す

Ⅰあらゆる分野
で男女がとも
に活躍できる
環境づくり

Ⅲ男女共同参画
社会の実現に
向けた基盤
づくり

基本目標（３）
基本的な課題（９） 施策の方向（２６） ※１ 施策に関連する計画等

千葉県警察におけるワークライフバランス等
の推進のための取組計画

第５次「ちば中小企業元気戦略」

千葉県子ども・子育て支援プラン２０２０

千葉県子どもを虐待から守る基本計画

千葉県ＤＶ防止・被害者支援基本計画（第５次）

千葉県犯罪被害者等支援推進計画

千葉県子どもの貧困対策推進計画

千葉県ひとり親家庭等ふれあい
サポートプラン（第４期計画）

第４次千葉県青少年総合プラン

千葉県高齢者保健福祉計画

千葉県多文化共生推進プラン

第７次千葉県障害者計画

健康ちば２１（第２次）

第１３次千葉県体育・スポーツ推進計画

千葉県がん対策推進計画

第２次千葉県自殺対策推進計画

千葉県地域防災計画

次世代へ光り輝く「教育立県ちば」プラン

重点

重点

重点

重点

重点

第２期千葉県女性職員活躍推進プラン

第２期千葉県教育委員会
女性職員活躍推進プラン

○ 男女共同参画社会の実現に向けた課題や取組状況について、第５次計画に位置付けた施策に関連する計画等の所管課と
情報共有、総合調整し、第５次計画の着実な推進を図っている。

※１ 施策の方向に紐づく関連事業２６５ ※２ 重点７分野１０３事業

第５次計画の関連計画体系図



１ 国の状況（女性版骨太の方針2024）
●女性登用に対する社内の意識醸成や、育児等との両立の観点を踏まえた
雇用管理・キャリア形成支援等、各企業の課題に対応しやすい形での女性
登用施策の横展開を通じて企業の取組を促進する。

●地域の人手不足への対応として女性や高齢者などの潜在的な労働力の掘り
起こしが重要であり、特に地域の中小・中堅企業において、労働条件・
柔軟な働き方への対応などの取組を進める。
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基本目標Ⅰ あらゆる分野で男女がともに活躍できる環境づくり

２．令和６年度千葉県の男女共同参画への取組の現状 ①



4

ワーク・ライフ・バランスの実現度（千葉県）

２ 県の状況
●３割以上の人が「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を実現できていない」と回答。
●管理職に占める女性の割合については、５割以上の事業所が「10%以上」と回答した一方で、
約３割の事業所が「女性管理職がいない」 と回答。

基本目標Ⅰ あらゆる分野で男女がともに活躍できる環境づくり

２．令和６年度千葉県の男女共同参画への取組の現状 ①

【出典】千葉県雇用労働課調べ
「働きやすい職場環境づくり取組状況調査」（令和6年3月）
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◇男女共同参画サミット【新規】
・幅広い分野の県内企業経営者や関係団体等を対象に、組織における女性活躍がもたらす
効果や、そのための環境づくり等をテーマとした基調講演及びパネルディスカッション
を実施。

◇女性活躍推進のための異業種交流会【新規】
・様々な業種の県内企業経営者等を対象に、職場での女性活躍に向けた環境づくりの成功
事例を共有し、実践的な取組につなげることを目的とした異業種交流会を実施。

◇男女共同参画推進事業所表彰【継続】
・女性の登用や職域拡大等に取り組む県内事業所（中小企業や民間団体等）を表彰し、
冊子や動画で受賞事業所の取組事例を広報・周知。

◇千葉県ジョブサポートセンター事業【継続】
・多様な人材の活躍促進と中小企業の人材確保のため、子育て中の女性や中高年齢者
などを対象とした再就職・就職後の定着を支援。

5

基本目標Ⅰ あらゆる分野で男女がともに活躍できる環境づくり

２．令和６年度千葉県の男女共同参画への取組の現状 ①

３ 令和6年度の県の取組



１ 国の状況（女性版骨太の方針2024）
●全ての人が個性と能力を十分に発揮し、生きがいを感じられる、
多様性（ダイバーシティ）が尊重される社会を実現する。

●令和6年4月に施行された「困難な問題を抱える女性への支援に関する
法律」に基づき、困難な問題を抱える女性一人ひとりのニーズに応じて、
包括的な支援を実施する。
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２．令和６年度千葉県の男女共同参画への取組の現状 ②

基本目標Ⅱ 安全・安心に暮らせる社会づくり
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２ 県の状況
●「ダイバーシティ社会」の実現について、３割以上の人が「実現できていない」と回答。
●「女性サポートセンターへの相談件数」が増加傾向。

２．令和６年度千葉県の男女共同参画への取組の現状 ②

基本目標Ⅱ 安全・安心に暮らせる社会づくり
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【出典】千葉県「第65回県政に関する世論調査」（令和5年度）

千葉県における「ダイバーシティ社会」の実現について
女性サポートセンター 相談件数の推移

【出典】千葉県児童家庭課調べ
「令和５年度千葉県男女共同参画白書」をもとに作成



◇多様性尊重条例施行後の取組【新規】
・多様性尊重の意義を県民と広く共有していくため、様々な方に参加いただき、
多様性が尊重される社会づくりに取り組むことを共同で宣言する「ちばダイ
バーシティ宣言」を実施するとともに、啓発動画やリーフレットを作成する
ほか、企業向けセミナーを実施する。

◇困難な問題を抱える女性の支援【新規】
・「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」に基づき、「千葉県困難な問題
を抱える女性支援基本計画」を策定。

・民間支援団体と密接に連携し、繁華街等での夜間見回り等のアウトリーチからの相談、
居場所の確保、公的機関・施設への「つなぎ」を行い、様々な困難な問題を抱える女性
の自立に向け支援。
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２．令和６年度千葉県の男女共同参画への取組の現状 ②

基本目標Ⅱ 安全・安心に暮らせる社会づくり

３ 令和6年度の県の取組



１ 国の状況（女性版骨太の方針2024）
●人々の中にある固定的な性別役割分担意識や無意識の思い込み
（アンコンシャス・バイアス）の解消

●児童・生徒の理科教育における興味・関心をより高め、理系分野等
を選択する児童・生徒の増加につながるよう、理系分野等の専門
知識を有する外部人材が学校現場で活躍できる環境を醸成する取組
を一層促進する。
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２．令和６年度千葉県の男女共同参画への取組の現状 ③

基本目標Ⅲ 男女共同参画社会の実現に向けた基盤づくり



10

２ 県の状況
●「男は仕事、女は家庭」という考え方に「賛成」する人は減少しており、１割を切っている。
●「理系は男性の方が向いている」と思う人の割合も約２割にとどまる一方、理工系分野への
大学進学率は男女間の差がある結果となっている。

２．令和６年度千葉県の男女共同参画への取組の現状 ③

基本目標Ⅲ 男女共同参画社会の実現に向けた基盤づくり

【出典】令和元年度男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査

「男は仕事、女は家庭」という考え方（千葉県）
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◇「男女共同参画県民フェスタ」の開催【新規】
・広く県民を対象に、地域で活躍する民間団体や、大学生等によるワークショップ
などを開催するほか、新たにクイズやスタンプラリーを導入することで、楽しみ
ながら男女共同参画への理解を深めることができる、参加型のイベントを実施する。

◇STEAM教育の推進【新規】
・外部人材による教科横断型の特別授業を県立高校で実施し、理数の魅力・楽しさ
を伝え、探究心を引き出すとともに、学習の意義を見いだし、学習意欲の向上を
図る。

◇男女共同参画センター相談事業【継続】
・女性及び男性の総合相談として、それぞれ専用の相談窓口にて、一般相談（電話
相談・面接相談）及び専門相談（カウンセリング）を実施する。
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２．令和６年度千葉県の男女共同参画への取組の現状 ③

基本目標Ⅲ 男女共同参画社会の実現に向けた基盤づくり

３ 令和6年度の県の取組


